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人口
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（女）

青梅市の人口

10 月 1 日現在（前月との比較）

64,186 世帯

131,242 人

65,893 人

65,349 人

（72 世帯増）

（11 人減）

（7人減）

（4人減）
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市主催事業等は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって変更・中止になる場合があります。詳細は市ホームページをご覧ください。
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「青梅市高齢者憲章」を制定しました
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も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　市では、今年、市制施行７０周年と

いう節目の年を迎えることを契機とし

て、青梅に暮らす市民が世代を超えて

支え合い、いつまでも生きがいをもっ

て暮らせるまちの実現のため「青梅市

高齢者憲章」を制定し、１０月２３日

開催の市制施行７０周年記念式典にお

いて発表を行いました。

　青梅市高齢者憲章は、市役所１階ロ

ビーおよび２階行政情報コーナーに掲

示しています。

　今後は、公共施設に掲示するなどし

て啓発を図っていきます。

問 い合わせ　高齢者支援課地域支援係
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令和３年１０月２３日　市制施行７０周年記念制定

青 梅 市 高 齢 者 憲 章

わたしたちは

　　　　　　みどりと清流

歴史と文化がいきづく

　　　　　　ふるさと青梅を愛し

ともに生き

　　　　　　たがいに支え合い

みんなが安心して

　　　　　　いつまでも生きがいをもって暮らせる

高齢者が輝くまちを目指して

　　　　　　ここに高齢者憲章を定めます

１　高齢者が敬愛され　尊厳をもって生きられるま
・ ・

ちにしよう

２　高齢者が長年培ってきた知識と経験を生かし

　　　　　　　　　　　　　　　　　自ら参加できるま
・ ・

ちにしよう

３　高齢者が自ら健康づくりに取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　健やかに過ごせるま
・ ・

ちにしよう

４　高齢者が自立し　いきいきと暮らせるま
・ ・

ちにしよう

５　高齢者が生きがいをもち　自分らしく活躍できるま
・ ・

ちにしよう

感染リスクが高まる 「５つの場面」

飲酒を伴う懇親会等

大人数や長時間におよぶ飲食

マスクなしでの会話

狭い空間での共同生活
居場所の切り替わり

△高齢者憲章パネル


